中野四丁目新北口地区まちづくり方針（案）パブリックコメント   提出意見
公益社団法人 日本建築家協会(JIA) 関東甲信越支部 中野地域会
代表  小西 敏正

中野区若宮1丁目6番13号
（メール代送 安達治雄）
以下、よろしく お取り計らい下さい。
１．計画の策定意義
上位計画が中野区のものだけでも「基本構想（2016年3月改訂）」「10か年計画（同月第3次策定）」「都市マス（2009年改訂）」「グランドデザイン（2012年ver3）」と４つあり、かつ個別計画として「区役所・サンプラザ地区再整備実施方針）」も既にある中、今回さらに「中野四丁目新北口地区まちづくり方針」を加えて策定する意義が伝わりにくいので、これを解りやすく示されたい。
２．中野の特異な魅力：訴求力としてのローカリティ
｢グローバル｣という形容詞が計画に頻出するが、「グローバル都市」を自称する日本中あまたの諸計画に倣うのでは、まちの個性化・差別化が図れない。 既にインターネット等を通じて人々の意識がグローバル化されている今日、むしろグローバル化され得ない即地的な文脈を用意すべきである。 計画対象地区についても中野独自の生活感・アジア的な密度感・中野通り対岸の五丁目の猥雑な魅力・等々との一体性や連続性をまちの訴求力として組み込んで画かれたい。

３．回遊者の非鳥瞰的視野の重視（空間的連続性）
駅・新区役所・早稲田通り・中野通りの四者を結ぶ複数の歩行者動線を、地区の周縁部ではなく内部に設定し、アリーナと超高層による「駅前エリア」の巨大街区化に伴う分断と疎外感を和らげると同時に、発見に富む回遊体験を確保することが、一体的なまちづくりにとって不可欠である。 巨大街区と中野固有のスケール感とをいかに融合できるかが鍵である。

その意味で、第7章2の「歩行者ネットワーク」ならびにそのイメージ図こそが計画の核となるべきで、記述内容を回遊者の視点でさらに深化させ、それを計画全体に敷衍して、第4章・第5章の主題とされたい。 
また、五丁目を含めた回遊動線全てにおける空間シミュレーションによる検証を目指す旨、記載されたい。

４．計画全体における｢東エリア｣の役割、｢西エリア｣や新庁舎街区との連携（空間的連続性２）
この「中野四丁目新北口地区」の範囲には、既に再整備事業完了済の街区も「東エリア」の名称で含まれているものの、本計画全体のテーマ群の中での役割が画かれていない。 拠点形成の記述においては「駅前エリア」と「西エリア」のみの列記に留めず、この「東エリア」が果し得る役割についても、五丁目の活性化を含む全域の有機的な回遊性確保を主軸に画かれたい。

特に、丸井本社の公開空地と「西エリア」とは空間的連携および回遊性誘導効果が期待され、さらには、中野通りから新区役所に至る横断的な歩行者道線も「西エリア」の工夫次第では豊かに演出し得るので、これらの点も「東エリア」「西エリア」双方に計画要素として加えられたい。
５．記憶との連続性
新しいまちへの、シニアを含む全世代からの支持を得るために、また、中野の魅力を時間の奥行きのあるものとして集客性を高めるためにも、まちの記憶を未来へとつなぐ努力が重要である。 サイン計画等に囲町の由来を記すのみといった水準に留まらないよう、本計画内に歴史との連続性確保の努力を予め記述することが必要である。 
６．地球環境対策に適合するまちづくり（エコロジー１）
中野の先進性を具体化するためにも、他の国内事例に先んじて「2050年に向けた地球環境対策」に取り組み、ゼロ・エミッションに近づけることを、全体論の中で示されたい。

７．長期的な展望（エコロジー２）
① この計画の投資回収には数十年以上が掛るはずだが、その数十年後の中野区で何故、現在の計画内容が必要であるかの、長期的な時間軸での説明を加えられたい。

② 全国レベルでの人口縮小と首都圏への人口集中のもと、高層施設を伴う首都圏の類似の駅前再開発は数多い。 これらの他所の実施例や計画案の把握、上記の数十年後の首都圏（ないし東京）の不動産の需給の把握の上で、中野駅前の高層高密度化の戦略上の勝算ならびに都市経営上のリスクに対する考え方を具体的に示されたい。
③「大規模な集客交流施設」については、その年平均稼働率の予測とともに、首都圏全体の同様な施設群の中での差別化の戦略や、運用のフレキシビリティについての記述も加えられたい。

８．交通等の事前調査

18ページ記載の補助26号線（中野通り）は「整備済み」ではなく、本計画の事業完成よりも先にその北部の事業決定済区間の拡幅工事が完了する予定でもあるので、そのことの影響や、そもそもの駅付近における中野通りの渋滞への対処について、十分な事前検証を経ることの記載を加えられたい。
計画による周辺地価の変動リスクが及ぼす、まちづくりへ影響についても、これをコントロールする意思を記述されたい。
９．新しいまちを活かす事業・活動や区民参加の先行

新しいまちへの期待や愛着を醸成するためにも、完成後の違和感や疎外感を回避するためにも、まちの完成を待たずに、入居者・利用者・生活者との双方向性的な意見交換組織を立ち上げるなど、タウンマネージメントの先行を書き込まれたい。

10．計画にあたってのフリーハンド

過去にグランドデザイン策定に合わせ上位の都市計画マスタープランを修正した実例も中野区にはあり、今回も、既に何年か経過した上位計画に必要以上に拘束されることなく、この「中野四丁目新北口地区まちづくり方針」の検討に伴い新たに発掘された視点や、状況の変化を受けてのまちづくり目標の深化を最優先し、遡ってこれらを上位計画に積極的に反映するようにされたい。

以上
